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事
故
例

Ｑ
ど
の
よ
う
な
事
故
例
、
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
か
。

重
大
な
事
故
に
は
至
ら
な
い
も
の

の
、
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
り
、
ハ
ッ
と
し
た

り
す
る
よ
う
な
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ

の
踏
み
間
違
い
が
多
い
で
す
。
と
く
に

駐
車
場
の
出
入
り
口
で
す
。
高
齢
者
の

運
転
は
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
い
な
い
の

で
す
が
、
反
応
が
遅
く
な
り
が
ち
で
事

故
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

運
転
免
許
返
納

Ｑ
運
転
免
許
証
の
返
納
率
は
上
が
っ
て

い
ま
す
か
。

働
き
か
け
は
し
て
い
ま
す
が
、
な
か

な
か
進
み
ま
せ
ん
。
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で

高
齢
者
の
事
故
が
報
道
さ
れ
ま
す
と
、

返
納
す
る
人
が
増
え
る
状
況
で
す
。

車
が
な
い
と
生
活
に
困
る
と
い
う
地

域
の
特
性
も
あ
る
た
め
、
運
転
免
許
証

を
手
放
せ
な
い
人
が
多
い
で
す
。
過
去

に
事
故
を
起
こ
し
た
人
を
訪
問
し
、
自

主
返
納
を
勧
め
て
い
ま
す
が
、
や
は
り

車
の
必
要
性
を
訴
え
る
人
や
運
転
に
自

信
の
あ
る
人
が
多
く
返
納
に
は
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
最
近
は
家
族
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
家
族

か
ら
の
説
得
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
転
車
の
事
故
に
つ
い
て

Ｑ
子
ど
も
、
乳
幼
児
を
乗
せ
た
自
転
車

の
事
故
は
増
え
て
い
ま
す
か
。

増
え
て
は
い
ま
せ
ん
。

注
意
し
て
ほ
し
い
の
は
自
転
車
で
子

ど
も
を
お
ん
ぶ
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す

が
、
前
抱
っ
こ
は
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
転
倒
す
る
と
非
常
に
危
険
で

す
。
自
転
車
一
台
に
大
人
一
人
が
乗
せ

ら
れ
る
の
は
子
ど
も
二
人
ま
で
で
す
。

Ｑ
ど
の
よ
う
な
事
故
例
が
あ
り
ま
す

か
。自

転
車
の
事
故
で
多
い
の
は
、
自
転

車
の
信
号
無
視
や
一
時
停
止
を
守
ら
な

い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
自
転
車
は
二
段

階
右
折
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

に
、
そ
れ
を
守
ら
な
い
人
が
多
い
で
す
。

自
転
車
は
軽
車
両
で
車
の
仲
間
で
す
の

で
、
決
め
ら
れ
た
交
通
規
則
や
ル
ー
ル

を
守
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。



　

高
齢
者
の
交
通
事
故

Ｑ
全
国
で
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
青
梅
近
辺
で
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

高
齢
者
の
事
故
件
数
は
大
き
な
増
減

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
と
も
と
高
齢
者

に
関
与
す
る
事
故
が
多
く
、
人
身
事
故

に
か
か
わ
る
高
齢
者
の
割
合
は
全
体
の

約
40
％
で
、
近
隣
地
区
に
比
べ
て
高
い

ほ
う
で
す
。

奥
多
摩
地
区
で
は
高
齢
比
率
が
高
い

で
す
が
交
通
量
が
少
な
い
の
で
、
事
故

件
数
は
少
な
い
で
す
。
し
か
し
、
夜
間

は
暗
く
視
認
性
が
悪
い
場
所
が
多
い
の

で
、
対
向
車
に
自
車
の
存
在
を
知
ら
せ

る
ハ
イ
ビ
ー
ム
と
反
射
材
の
活
用
で
交

通
事
故
防
止
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

警 視 庁 青 梅 警 察 署
日本各地で命にかかわる交通事故や事件のニュースが後を絶ちません。

身近な地域ではどのようなことが起こっているのでしょうか。

地域の安全のため日頃お世話になっている青梅警察署を訪問し、交通課

交通総務係上席係長横
よこ お

尾勇
ゆういち

一警部補と、交通総務係松
ま つ お

尾幸
さち

緒
お

巡査長の

お二人にお話を伺ってきました。
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よ こ お

尾勇
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一 警部補

写真左　松
ま つ お

尾幸
さ ち お

緒 巡査長





Ｑ
事
故
、
不
審
者
か
ら
子
ど
も
を
守
る

た
め
の
対
策
は
あ
り
ま
す
か
。

市
、
警
察
、
道
路
管
理
者
が
協
力
し

て
通
学
路
の
安
全
点
検
を
行
い
、
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
取
り
締
り
を
強
化

し
、
警
察
署
全
体
で
登
下
校
の
パ
ト

ロ
ー
ル
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

最
近
は
、
保
育
園
な
ど
か
ら
散
歩

コ
ー
ス
の
安
全
性
に
つ
い
て
の
相
談

が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
対
応
し
て
い
ま

す
。

Ｑ
地
域
で
努

力
し
て
い
る

例
は
あ
り
ま

す
か
。

駐

在

所

の

警
察
官
を
は

じ

め
、

交

通

安
全
協
会
や

青
梅
母
の
会

な
ど
の
皆
さ

ま
が
通
学
路

の
見
守
り
に

携
わ
っ
て
い

ま

す
。

子

ど

も
の
交
通
事
故
は
少
な
く
な
っ
て
き

て
、
２
０
１
９
年
６
月
現
在
で
交
通
事

故
全
体
の
４
・
４
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
警
察
官
に
つ
い
て

Ｑ
女
性
警
察
官
の
割
合
は
ど
の
く
ら
い

で
す
か
。

青
梅
署
で
は
全
体
の
１
割
弱
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
部
署
に
女
性
警
察
官
が
従

事
し
て
お
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
部
署
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

こ
の
交
番
マ
ー
ク

の
あ
る
交
番
に
は
、

女
性
相
談
員
の
警

察
官
が
い
ま
す
。

Ｑ
子
育
て
中
の
警
察
官
の
働
き
方
で
工

夫
さ
れ
て
い
る
点
、
苦
労
さ
れ
て
い
る

点
は
あ
り
ま
す
か
。

現
在
は
育
児
休
暇
、
出
産
休
暇
を
取

得
で
き
る
よ
う
な
環
境
に
あ
り
ま
す
。

復
職
後
も
、
時
短
勤
務
な
ど
で
配
慮
し

て
も
ら
え
ま
す
。
緊
急
・
臨
時
で
出
勤

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
合
は
、
夫
婦

で
勤
務
時
間
を
調
整
し
た
り
、
ベ
ビ
ー

ま
た
、
自
転
車
に
限
ら
ず
、
保
育
園

な
ど
の
送
り
迎
え
や
駐
車
場
で
、
子
ど

も
を
先
に
降
ろ
し
た
際
に
子
ど
も
が
他

の
車
両
と
事
故
に
あ
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
目
と
手
を
離
さ
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

Ｑ
事
故
を
少
な
く
す
る
た
め
に
対
策
は

あ
り
ま
す
か
。

子
ど
も
は
13
歳
未
満
ま
で
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
つ
け
る
努
力
義
務
が
あ
り

ま
す
。
命
を
守
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
着

用
し
て
く
だ
さ
い
。
市
役
所
の
市
民

安
全
部
市
民
安
全
課
に
申
請
す
る
と
、

２
０
０
０
円
の
助
成
金
が
出
ま
す
。
高

齢
者
世
代
は
現
在
の
小
学
生
の
よ
う
な

自
転
車
の
交
通
安
全
教
育
を
受
け
て
い

な
い
の
で
、
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
を

知
ら
な
い
人
も
多
い
よ
う
で
す
。
自
転

車
走
行
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

講
習
の
機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
受
け
て

み
て
く
だ
さ
い
。
自
治
会
や
出
前
講
座

な
ど
で
、
防
災
と
セ
ッ
ト
で
受
け
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

  

学
校
の
通
学
路
の
安
全
に
つ
い
て

シ
ッ
タ
ー
を
利
用
し
た
り
す
る
こ
と
で

対
応
し
て
い
ま
す
。

　

一
日
の
仕
事
の
一
例

松ま

つ

お尾
幸さ

ち

お緒
巡
査
長
の
仕
事
内
容
は
、

交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
安
全
教
育
が

主
た
る
業
務
で
す
。
各
種
交
通
安
全
教

室
や
講
習
会
、
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
は
、
交
通
ル
ー
ル
を
み
な
さ
ん
に

お
伝
え
し
、
反
射
材
な
ど
の
交
通
事
故

防
止
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
活
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：
２
０
１
９
年
７
月
19
日

所
在
地
：
東
京
都
青
梅
市
野
上
町

　
　
　
　

４
丁
目
６
番
地
の
３

電　

話
：
０
４
２
８
ー
２
２
ー
０
１
１
０

最
寄
駅
：
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
河
辺
駅
（
徒
歩
８
分
）

管
轄
区
：
青
梅
市
と
西
多
摩
郡
の
う
ち

　
　
　
　

奥
多
摩
町

道
路
標
示

規
制
標
識

保育園での交通安全教室の様子





水
演
技
や
、
青
梅
消
防
署
は
し
ご
車
隊

に
よ
る
演
技
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

操
法
審
査
会

火
災
現
場
で
の
消
火
活
動
を
想
定

し
、
訓
練
の
成
果
を
競
う
大
会
で
す
。

士
気
、
規
律
の
状
況
、
迅
速
な
行
動
、

器
具
の
確
実
な
操
作
、
技
術
、
安
全
管

理
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。

歳
末
警
戒

12
月
25
日
か
ら
31
日
ま
で
、
歳
末
に

お
け
る
火
災
予
防
を
目
的
に
、
車
両
に

よ
る
火
災
予
防
広
報
と
警
戒
を
行
い
ま

す
。
こ
の
他
に
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
防
火
啓
発

活
動
な
ど
、
団
員
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
や

技
術
を
活
か
し
た
活
動
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。

Ｑ
女
性
消
防
団
の
活
躍
は
。

青
梅
市
で
は
、
２
０
１
４
（
平
成
26

年
）
か
ら
女
性
消
防
団
員
制
度
を
導
入

し
、
現
在
11
人
が
団
員
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

原
則
と
し
て
青
梅
市
消
防
団
で
は
女

性
は
消
火
活
動
に
は
従
事
し
ま
せ
ん
。

主
な
活
動
は
、
出
初
式
や
審
査
会
に
お

け
る
受
付
や
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
火
災
予
防

の
周
知
啓
発
、
高
齢
者
宅
の
防
火
訪
問
、

地
域
や
保
育
所
な
ど
で
の
防
災
教
育
、

消
防
署
と
連
携
し
応
急
手
当
の
普
及
な

ど
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

保
育
園
で
の
防
災
教
育
で
は
紙
芝
居

な
ど
を
披
露
し
、
子
ど
も
た
ち
に
身
近

で
分
か
り
や
す
く
防
火
、
防
災
を
伝
え

て
い
ま
す
。

Ｑ
消
防
団
の
処
遇
は
。

青
梅
市
の
条
例
に
基
づ
き
、
職
務
手

当
・
出
動
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
活

動
に
必
要
な
被
服
（
制
服
・
活
動
服
）

が
貸
与
さ
れ
ま
す
。
労
務
災
害
補
償
制

度
・
退
職
報
償
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
消
防
団
に
入
る
に
は
。

青
梅
市
消
防
団
で
は
性
別
を
問
わ
ず

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
18
歳
以

上
の
健
康
な
人
で
、
一
緒
に
活
動
し
て

い
た
だ
く
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
へ
の
入
団
手
続
き
や
活
動
に

つ
い
て
は
、
市
防
災
課
消
防
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
団
は
、
市
の
消
防
機
関
で
す

が
、
消
防
団
員
は
、
消
防
を
本
業
と
し

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
普
段

は
、
自
分
の
職
業
に
つ
き
な
が
ら
も
、

い
ざ
火
災
が
発
生
す
る
と
す
ぐ
さ
ま

現
場
へ
出
動
し
、
消
火
活
動
に
あ
た
り

ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
日
頃
か

ら
火
災
な
ど
を
想
定
し
た
訓
練
や
消

防
車
の
整
備
点
検
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
員
は
、
消
火
活

動
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
消
火
活
動
以
外
の
活
動
っ
て
。

出
初
式

一
月
に
行
わ
れ
る
出
初
式
で
は
、
40

台
を
超
え
る
消
防
車
両
が
整
列
行
進

し

ま

す
。

ま

た
、

各

分
団
か
ら

選
抜
さ
れ

た
団
員
に

よ
る
鮮
や

か
な
五
色

の
一
斉
放

地
域
防
災
の
要
～
青
梅
市
消
防
団
～

問
合
せ　

市
民
安
全
部
防
災
課
防
災
係

電
話
：
0
4
2
8

ー

2
2

ー

1
1
1
1

（
内
線　

2
5
0
2
）

市では、２０１８（平成３０）年度に策定した第６次青梅市男女平等推進計画で、「多様

な性に関する理解促進」を施策の一つに揚げ、「多様な性への啓発」を取り組み項目の一

つとしています。啓発事業として２０１９（平成 31）年３月にＬＧＢＴなどの性的マイノリティ

（性的少数者）などについて、正しい知識や理解を得るためのリーフレットを作成いたしま

した。詳細は市ホームページをご覧ください。

http:// www.city.ome.tokyo.jp/shiminkatsudo/tayounaseihenokeihatu

多様な性への啓発

防災訓練の様子



相　　　　談　　　　先 内　　　　容

東京ウィメンズプラザ　℡03-5467-2455
毎日　9:00～21:00　（年末年始は休み）

女性の総合相談
ドメスティック・バイオレンス、
夫婦・親子の問題、生き方や職場
の人間関係など
（就職活動の支援は行っておりま
せん）

東京都女性相談センター 多摩支所　℡042-522-4232
月～金曜日　9:00～16:00（土･日曜日、祝日、年末年始は休み）

青梅市役所　℡0428-22-1111
月～金曜日　8:30～17:00（土･日曜日、祝日、年末年始は休み）

青梅警察署　℡0428-22-0110
緊急の場合　　110番通報

ストーカー被害の相談は、直接警
察署にご連絡ください。

女性の
就　職

マザーズハローワーク立川　℡042-529-7465
月～金曜日　9:00～16:00（土･日曜日、祝日は休み）

専属の担当相談員による女性の就
職活動全般の相談（キッズスペー
スなど併設）

男性のための悩み相談

相談窓口の案内

東京ウィメンズプラザ　℡03-3400-5313　　電話相談  月・水曜日　17:00～20:00（祝日、年末年始は休み）
夫婦や親子の問題、生き方・職場の人間関係、セクシャルハラスメントやＤＶ、デートＤＶなどの暴力の問題など、
男性の抱えるさまざまな悩みに男性相談専門の相談員が対応します。

女性の
相　談



◆事業内容◆

　先代から２０１９年４月に事業を引き継ぎ、樹脂専門

に素材を取り扱う超精密微細加工を得意として、製造

装置、食品加工機械、分析機器などの電子部品を製造

しています。樹脂の高精度切削加工により、他社から

断られたような難しい加工でも当社の技術で可能な限

り、お客様の依頼にお応えしています。

当社は企業としての経営・企画およびその実行内容・実

績実態が健全かつ、お客様の満足度を高めていくこと

を理念として取り組んでいます。

◆会社での取り組み◆

　製造現場ではほとんど男性職員が作業や管理を行っ

ていますが、機械設備を使いこなしながら細かい作業

を行う女性職員もいます。当社では高品質・高精度・安

定供給をモットーに職員が一丸になって対応しているの

で、不良品発生率０．０１％以下でお客様に一流の部品

調達をすることができています。

◆さらに技術を磨くために◆

　製造技術や加工技術はより多くの経験を現場で積む

ことで蓄積されていきます。そのためには先輩から後輩、

職員同士の教育、技術伝承が重要になってきます。職

員にはコミュニケーションを今以上に図ってもらいなが

らお互いの技術を高めてもらえればと思っています。ま

た、社内研修だけでなく、必要に応じて外部研修も行っ

ていきたいと考えています。

　その結果が、当社、職員および取引先のすべてが健全

であり続けることにつながると思います。

◆今後について◆

　代表取締役に就任してまだ間もないこともあり、勉強の

日々が続いています。現在、青梅市主催の女性のためのビ

ジネススクールに参加して、市内企業で活躍されている女

性たちと一緒に経営全般などの勉強をするとともに、人的

ネットワークも広げています。自分自身だけでなく、企業

全体としての底上げをするためにも職員とともに技術力を

向上させて切磋琢磨し、お客様の満足度を高めていきた

いと思っています。また、ここで退職金制度も定めたので、

その他の福利厚生も充実させながら職員が働きやすい環

境整備に努めたいと思っています。

株式会社ソーケン（今寺５丁目）
設立　１９８４（昭和５９）年
従業員数　１５人（男性９人／女性６人）
樹脂専門超精密微細加工部品製造
https://www.sokentec.net/

株式会社ソーケンの代表取締役須
すざき

嵜弓
ゆみ

さんに事業内容や

自社での取り組みについてお話を伺いました。
代表取締役 須

すざき

嵜弓
ゆみ

さん

～「樹脂専門」「絶対品質」で妥協を
許さないものづくりをしています～ 市内企業

レポート





９
月
に
新
規
移
転

西
多
摩
保
健
所
は
２
０
１
９
（
令
和

元
）
年
９
月
30
日
、
東
青
梅
一
丁
目
に

建
設
し
た
新
庁
舎
に
移
転
し
ま
す
。

西
多
摩
全
域
（
４
市
、
３
町
、
１
村
）

を
管
轄
す
る
そ
の
機
能
は
多
岐
に
わ
た

り
、
飲
食
店
や
医
療
機
関
・
薬
局
等
許

認
可
、
感
染
症
・
食
中
毒
対
策
、
骨
髄

ド
ナ
ー
登
録
、
こ
こ
ろ
の
健
康
や
病
気
・

ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
相
談
、
難
病
で
療

養
中
の
人
や
重
症
心
身
障
が
い
児
へ
の

支
援
な
ど
幅
広
く
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
花
粉
飛
散
調
査
や
井
戸
水

な
ど
の
水
質
調
査
、
さ
ら
に
薬
物
乱
用

防
止
や
食
の
安
全
に
つ
い
て
無
料
で
出

前
講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。

野
菜
メ
ニ
ュ
ー
店

東
京
都
の
保
健
所
で
は
、
健
康

づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

に
、
１
食
当
た
り
120
㌘
以
上
（
１

日
摂
取
目
標
量
の
３
分
の
１
）
の

野
菜
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を

提
供
し
て
い
る
店
舗
を
野
菜
メ

ニ
ュ
ー
店
と
し
て
登
録
し
て
い
ま

す
。
青
梅
市
内
に
は
、
現
在
15
店

舗
あ
り
ま
す
。
西
多
摩
保
健
所
は

こ
れ
に
加
え
て
、
一
部
の
店
舗
で
、

減
塩
対
応
サ
ー
ビ
ス
の
「
食
塩
ほ

ど
ほ
ど
オ
ー
ダ
ー
」
や
高
齢
者
が

食
べ
や
す
い
「
や
わ
ら
か
オ
ー

ダ
ー
」
、
低
栄
養
予
防
に
役
立
つ

「
元
気
応
援
メ
ニ
ュ
ー
」
な
ど
の

オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

野
菜
メ
ニ
ュ
ー
店
に
は
店
頭
に
ス

テ
ッ
カ
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
立

ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

食
中
毒
対
策

食
中
毒
の
な
か
で
近
年
発
生
件
数
が

多
い
の
は
、
サ
バ
や
サ
ン
マ
な
ど
の
青

魚
に
ひ
そ
む
ア
ニ
サ
キ
ス
（
寄
生
虫
）

と
、
鶏
肉
の
生
食
で
発
生
が
多
い
カ
ン

ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
に
よ
る
も
の
で
す
。

実
は
流
通
し
て
い
る
鶏
肉
の
４
割
か

ら
６
割
は
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
に
汚
染

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

東京都西多摩保健所は、住民の健康やくらしの安全をまもるための西多摩地域の拠点です。

地域の健康をまもる施設として、意外に知られていない保健所の事業について伺ってきました。

野菜メニュー店ステッカー

新庁舎





す
。
必
ず
し
っ
か
り
加
熱
す
る
こ
と
と
、

生
肉
に
触
れ
た
手
や
調
理
器
具
を
口
に

す
る
も
の
に
付
着
さ
せ
な
い
こ
と
な

ど
を
守
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の
野
外
調
理
の
際

に
は
、
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
パ
パ
も
活
躍
中

西
多
摩
保
健
所
で
は
現
在
74
人
が
勤

務
し
て
い
て
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬

剤
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、
歯
科
衛
生

士
、
栄
養
士
、
保
健
師
、
獣
医
師
、
衛

生
監
視
な
ど
専
門
職
の
人
が
多
く
在
籍

し
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
育
児
真
っ
最
中
と
い
う

保
健
師
の
倉く
ら
も
ち持
諒り
ょ
う
さ
ん
、
薬
剤
師
の

釼け
ん
も
つ持
力ち
か
らさ
ん
の
２
人
に
話
を
伺
い
ま
し

た
。保

健
師
と
薬
剤
師
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
、
難
病
の
患
者
へ
の
サ
ポ
ー

ト
や
家
庭
訪
問
、
学
校
へ
出
張
し
薬
物

乱
用
対
策
の
講
座
を
行
う
な
ど
の
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
も
ま
だ
小
さ
い
の
で
、
急
な

発
熱
で
呼
び
出
さ
れ
早
退
し
た
り
、
保

育
園
へ
の
送
り
迎
え
を
分
担
し
た
り
す

る
な
ど
、
育
児
に
か
か
わ
る
パ
パ
と
し

て
も
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
西
多
摩
保
健

所
の
職
員
の
育
児
休
暇
取
得
率
は
高

く
、
男
性
で
も
出
産
支
援
休
暇
と
し
て

出
産
時
に
２
日
間
、
ま
た
育
児
参
加
休

暇
と
し
て
産
後
５
日
間
の
休
暇
制
度
が

あ
り
ま
す
。
男
性
が
育
児
へ
か
か
わ

る
こ
と
へ
の
職
場
の
理
解
も
あ
り
そ
う

で
、
育
児
と
仕
事
を
両
立
し
や
す
い
職

場
環
境
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

※
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：
２
０
１
９
年
７
月　
　

12
日

高齢ドライバーが事故を起こすと、マスコミは一斉にニュース

として大きく取り上げるため、世間では「高齢者の運転は危険だ」

と認識されています。では、高齢者の運転のどんな点が危険なの

でしょうか。そこには実にさまざまな要因があります。事故の原

因や過去の事例は、高齢ドライバーの運転と事故の特徴、運転を

諦め運転免許証を手放すための貴重な情報です。高齢ドライバー

に限らずすべてのドライバーに読んでほしい本です。

子どもを危険から守るためには、どのような準備をしてお

くとよいのでしょうか。防犯についてだけでなく、スマート

フォンの持たせ方や交通事故の予防方法など、幅広く扱って

います。子どもへの注意の仕方や話の引き出し方は、普段何

気なく使っている「ダメでしょ」「なんでそんなことをしたの」

など大人の言葉がいかに無意味なのかに気付かされます。

『高齢ドライバーの安全心理学』

『子どもの防犯マニュアル』

松
まつうら

浦常
つね お

夫 / 東京大学出版会

舟
ふにゅう

生岳
たけ お

夫 / 日経ＢＰ社

「高齢ドライバーの安全心理学」「子どもの防犯マニュアル」は、青梅市中央図書館で所蔵しています。電話番号　0428-22-6543

新
所
在
地

東
京
都
青
梅
市
東
青
梅
１
ー
１
６
７
ー
１
５

電
話
番
号　

０
４
２
８
ー
２
２
ー
６
１
４
１

写真左　釼
けんもつ

持 力
ちから

薬剤師　　写真右　倉
くらもち

持 諒
りょう

保健師



人 
の 
わ

わ
た
し
は
創
業
49

年
の
青
梅
市
黒
沢

に
あ
る
成
康
工
務
店
の
二
代
目
と
し
て
国

産
の
無む

く

ざ

い

垢
材
を
使
っ
た
住
宅
や
住
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
業

界
に
は
手
伝
い
の
期
間
を
入
れ
る
と
15

歳

の
こ
ろ
か
ら
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

わ
た
し
の
仕
事
は
建
売
住
宅
と
は
異
な

り
一
棟
一
棟
建
築
主
（
お
客
様
）
と
密

に
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
職
人
の
技
術
を

用
い
て
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
家
作
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

と
く
に
施
工
者
と
し
て
、
隙
間
な
く
木

材
同
士
を
接
合
す
る
加
工
精
度
に
自
信

が
あ
り
、
上
質
な
家
を
建
て
る
こ
と
に
は
誇

り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

建
築
主
に
は
家
が
建
つ
工
程
を
見
て
も

ら
い
、
一
緒
に
一
つ
の
作
品
を
作
る
よ
う
に

生
活
環
境
と
し
て
最
適
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
青
梅
に
は
温
か
み
の
あ
る
人
が
多

く
、
私
の
周
り
に
も
少
し
で
も
青
梅
を
よ

く
し
て
い
こ
う
と
活
動
し
て
い
る
友
人
や
若

者
が
い
て
、
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

今
以
上
に
工
務
店
と
し
て
の
仕
事
を
頑

張
っ
て
、
青
梅
で
活
動
を
し
て
い
る
人
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
縁
の
下
の

力
持
ち
に
な
れ
る
よ
う
に
活
動
も
広
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

建
て
て
い
き
ま
す
。
こ
の
工
程
を
き
ち
ん
と

踏
む
こ
と
で
、
建
築
主
が
家
に
愛
着
を
持

ち
、
こ
れ
か
ら
住
む
家
を
好
き
な
っ
て
く
れ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

お
か
げ
で
家
の
細
部
ま
で
詳
し
く
な
っ
た

建
築
主
が
、
友
人
な
ど
に
紹
介
し
て
く
だ

さ
る
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

建
築
主
に
喜
ん
で
も
ら
い
続
け
る
た
め

に
も
技
術
を
次
の
世
代
へ
伝
え
る
役
割
も

担
っ
て
い
ま
す
。

技
術
も
そ
う
で
す
が
わ
た
し
が
若
い
衆
に

ま
ず
教
え
る
の
は
あ
い
さ
つ
や
掃
除
、
人
と

し
て
の
マ
ナ
ー
を
指
導
し
ま
す
。

こ
の
仕
事
は
建
築
主
と
の
つ
な
が
り
が
大

切
な
の
で
、
ま
ず
は
そ
こ
か
ら
教
え
、
あ
る

程
度
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
最
低
５

年
ぐ
ら
い
は
か
か
り
ま
す
。
一
生
も
の
の
家

を
建
て
る
に
は
、
途
方
も
な
い
修
行
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

わ
た
し
の
休
日
の
過
ご
し
方
は
家
族
で

御み

た

け

さ

ん

岳
山
に
登
っ
た
り
、
成
木
の
川
で
サ
ワ
ガ

ニ
捕
り
を
し
た
り
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
な
る
べ
く
自
然
に
触
れ

る
環
境
で
育
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
そ
の
点
で
も
青
梅
は
自
然
が
豊
か
で
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みなさんのご意見・ご感想をお寄せください。

○車の運転には気をつけていても、とっさの判断には自信がありません。高齢になるにつれて、周りの客観

的なアドバイスを素直に聞く耳が必要だとつくづく思いました。（み）

○製造業を経営している女性代表取締役はなかなかいないので、貴重な話を伺うことができました。これか

らも製造業で活躍する女性が増えていくような、そんな期待が高まりました。（い）

○わたしたちの健やかな毎日のために、いろいろな角度からさまざまな専門家の地道なサポートがあること

を改めて知りました。（に）

○自分の仕事に誇りを持って取り組む姿が素晴らしく、そしてこれからも技術が脈々と受け継がれて行って

欲しいと思いました。（よ）

編集後記

有
限
会
社 

成な
り

康や
す

工
務
店

代
表
取
締
役
　 

加か

と

う藤 

諭さ
と
るさ
ん
（
42

歳
）

ホ
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ム
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u
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